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平 成 2 1年第4 0 8号

事実実験公正証書 正 本
本公証人は、弁護士である金井清吉及び弁護士である桑村竹則

■

(以下、両名をまとめて「嘱託人」という。）の次のとおりの嘱託に

基づき、①神奈川県逗子市小坪5丁目23番4号逗子マリーナ4号

棟4314号室及び建物内並びにその近辺路上、②神奈川県三浦市

三 崎 町 諸 磯 1 8 9 2 - 1 の ブ ル ー シ ー 油 壺 4 0 1 号 室 及 び そ の 駐 車

場において、事実実験を行い、その現場に立ち会い、目撃した事実

を録取して、この公正証書を作成する。

第 1 嘱 託 の 趣 旨

嘱託人は上告中である刑事被告人織原城二（最高裁判所平成2

1年(あ )第114号）の弁護人であるところ、同被告人に対する

公訴事実に対する証拠（反証）とするため、被害者とするシリコ

ンゴム人形を作成し、これを用いて犯罪現場においてその運搬等

の実験をしたい。ついては、実験現場に立ち会い、その実験の手

続の公正を期し、証明力を確保するために事実実験の現場におい

て目撃した結果を記録して公正証書を作成されたい。

というにある。

第 2 事 実 実 験 の 結 果

1 本 公 証人は、平成 2 1 年 9 月 2 3 日 午前 9 時 3 5 分 ころ、第 1
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|-”実験現場である神奈川県逗子市小坪5丁目23番4号逗子マリ

- - - 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 二

｜-ﾅ4号棟の3階の4…号室において事実実験に立ち≦
I

たところ、その目撃の結果は次のとおりである。

2 まず、現場に立ち会った者は、嘱託人金井清吉（昭和15年4
月8日生）、嘱託人桑村竹則（昭和38年7月27日生）のほか、
弁護士である弘中惇一郎（昭和20年10月16日生）、弁護士
である鈴木大輔（昭和45年7月30日生）、弁護士である古本
晴英（昭和46年10月18日生）、弁護士である笹木辰郎（昭

和32年7月8日生）の計7名であった。

実験の開始は、10時45分ころであった。
3 体 重 等 の 測 定

嘱託人らは、実験に先立ち、用意した人形の体重の測定を次の
手順で行った。なお、嘱託人からは、人形はシリコンゴム製であ
り骨格部分には鉛を入れて製作されているとの説明があった。
(1) まず、嘱託人が用意した大型青色プラスチックケースに人形
を入れた。その状況は写真1のとおりである。

(2) 次に、嘱託人の用意した二台の体重計の上に人形の入った前
記プラスチックケースを載せた。写真2A、写真2B参照。

豐二竺竺竺奎具室室での測定は誤差を生じ得畠との｜星二一 三 ＝ ＝ て 云 云 云 云 云 云 ＝ 一 声 一 = - = 一 = 一 = 一 = 一 = 一 一 ＝ -
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考えにより、室内での測定を避け、コンクリート敷きとなって考えにより、室内での測定を避け、コンクリート敷きとなって

いるベランダにおいて、前記二台の体重計の上に人形の入った

前記プラスチックケースを載せた（写真3）。

その結果は、一台の体重計は約38．9kgを指し（写真4）、

もう一台の体重計は 3 3． 3 k g を指し（写真 5）、合計は約 7

2．2kgであった。

次に前記プラスチックケース自体の重さを同様にして測定す

ると、一台の体重計は約1．3kgを指し（写真6）、もう一台

の体重計は約0．9kgを指し（写真7）、合計すると約2．2kg

と測定された。

したがって、人形の体重は、72．2kgから2．2kgを差し引

いた約70．0kgと測定された。

(3 ) 人形の身長は、測定の結果、約170cmと判明した。その状

況は写真8、写真9、写真10のとおりである。

4人形の運搬等に関する実験

次に人形の運搬に関する実験を行った。

ﾛ

( 1 )まず、嘱託人が用意した毛布に人形を伸身の状態で包み、嘱

託人が用意した細ひもで人形を縛りつける作業を行い、これを

1人で移動運搬させることができるかについての実験を行った

ところ、嘱託人及び立会人の全員は、いずれも1人で持ち上げ
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ること等はできず、4人がかりとなった。その状況は写真11

写真12のとおりである。

嘱託人は、前記4号棟に備え付けられていたダストカート

(写真13）を4314号室内に持ち込み、これに毛布に包ま

れた状態の人形を入れることができるかについて実験した。し

かし、前記ダストカートの上から1人で前記人形を入れること

ができた者はいなかった。そこで、ダストカート自体を横倒し

にして数人で人形を入れようとしたが､ダストカートのフレー

ムの構造は堅固ではなく、人形の入ったダストカートを正立さ

せることができなかった。その状況は写真14のとおりである

(2) 次に嘱託人は、人形の入ったダストカートをエレベーターに

向かって左側に設置された階段を用いて1階までおろすことが

できるかの実験をした6この階段の一段の高さは約19cm、奥

行きは約27．5cmである。しかし、ダストカートの足車の間

隔が広く、階段を数段下りたところで動きがとれなくなった。

その状況は写真15のとおりである。

(3) 次に嘱託人は、人形に服を着せ、嘱託人が用意した大型の黒

色キャリーバッグ（写真16）に人形を入れて運搬することが

できるかにつき実験した。このキャリーバッグの仕様等は、別

紙1のとおりである
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①服を着た状態での人形をキャリーバッグにいれることは1

｜ 名ではできず、結局4名の力で人形をキャリーバッグに詰め

| 込んだ。その状況は写真17、写真18のとおりである。

② こ の キ ャ リ ーバ グを正立の状態で足車を転がすことは困

|- 難であり、人形の入ったキャリーバッグを1人で部屋の外に

運搬することはできなかった。その状況は写真19のとおり

である。なお、キャリーバッグの床部分は、人形の重みで大

きく変形した。その状況は写真20のとおりである。

(4) 嘱託人は、乗用自動車のトランクに人形を詰め込むことが可

能かの実験を実施した。

嘱託人らは、前記4号棟の南西側にある道路上に駐車した

乗用自動車（ベンツ）の後部トランクに人形を詰め込もうと

した。トランクの状況は写真21である。この乗用自動車の

テクニカルデータについては、別紙2のとおりである。

なお、このトランクにはスペアタイヤを含め、一切何も入

っていなかった。

死後硬直中とした伸身の状態では、トランク内に納めるこ

とはできなかった（写真22） 0

( 5 ) 結局、第1現場の実験においては、死体にみたてた人形（身

長約170cm、体重約70kg）を逗子マリーナの4314号室
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の室内から駐車している自動車のトランクまで1名で運搬する

ことはできなかったので、4名の力をもって実験を行わざるを

得なかった。

なお、上記実験の最中、実験者は多数の宿泊人その他の者に

目撃された。

(6) 4号棟のエレベーター前には監視ピデオーカメラが存したが

(写真23）、嘱託人が弁護士会照会によって逗子マリーナか

ら回答を求めたところ、設置されたのは1995年でその監視

範囲は4号棟入口からエレベーター入口手前までであり、その

記録の保存期間は1週間とのことであった。

(7) 以上で、第1の現場である神奈川県逗子市小坪5丁目23番

4号逗子マリーナ4号棟の3階の4314号室及びその近辺に

おける事実実験を終了した。実験終了時刻は午後0時30分こ

5 本公証人は、第2の実験現場である神奈川県三浦市三崎町諸磯

ろであった。

1892-1のブルーシー油壺において、各事実実験に立ち会っ

た。その目撃の状況は次のとおりである。実験の開始は午後2時
20分ころである。

｢ブルーシー油壺」は油壺湾に面した地上5階建のマンション

であり、東側前庭には駐車場がある。その状況は写真24である。
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嘱託人の実験の目的は、車両のトランクに積載した人形を4階

にある401号室に運搬することが可能であるかという点にある。

(1 ) まず嘱託人は、1名ではできないことから、4名の力をもつ

て人形を前記車両のトランクの中から搬出し、同じく数名の力

をもって前出のキャリーバッグに人形を詰め込んで、南側階段

を登ることができるかの実験を試みたが、キャリーバッグで．

ンクリート面を移動することも（写真25、写真26）、階段

を上ることもできなかった。

(2) 以上のとおり、マンション「ブルーシー油壺」の駐車場から

同マンションの401号室までの運搬実験について運搬を1名

で行うことはできず、結局4名の力をもって実験を行うここと

となってしまった。なお、上記実験の最中、実験者はマンショ

ン「ブルーシー油壺」の管理人を含む多数の者に目撃された。

(3 ) 以上で、第2の現場である神奈川県三浦市三崎町諸磯189

2-1の「ブルーシー油壺」における事実実験を終了した。終

了時刻は午後4時5分ころであった。

以 上
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東京都町田市能ケ谷町1761番地37

弁護士

嘱託人金 井 清 吉

千葉県習志野市谷津 5 - 1 2 - 8

弁護士

嘱 託 人 桑 村 ， 竹 則

昭 和 1 5 年 4 月 8 日 生

上記金井清吉は、面識がなかったので、住民基本台帳カードの提

示を受けて人違いがないことを証明させた。

上記桑村竹則は、面識がなかったので、運転免許証の提示を受け
て人違いがないことを証明させた。

昭 和 3 8 年 7 月 2 7 日 生

この証書は、平成21年9月23日及び同年11月9日、神奈川

県逗子市小坪5丁目23番4号逗子マリーナ4号棟4314号室及
びその近辺路上並びに神奈川県三浦市三崎町諸磯1892-1のブ

ルーシー油壺401号室及びその前庭付近並びに本公証人役場にお

ジ

いて、法律の規定に従い作成し、各事項を列席者に閲覧させたとこ
ろこれを承認し、本公証人とともに次に署名押印した。
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函 トラベルバッグ
認の商晶 超大容量13段階の拡張型大型ボストンバツグSW-1 2
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’ Technical data

“

主 要 諸 元

●車名:メルセデス･ベンツ

■車両型式

■ 運 転 ﾀ ｲ ﾌﾟ

油 | エ ンジン

ステアリング
トランスミッション

エンジン型式

種類･シリンダー数

総排気壁
ボア×ス1,ローク
圧 縮 比
最高出力

左/右
電子制御5連A/T

■重量･定員

■性能

車両重量＊
̅累軍蒐頁一̅-- - -̅ ------

■寸法

N･ m/ipm (EEC)

最 小 回 娠半径 5 ． 1、

"*｣IJJFFI･ -':  - -̅̅- "̅Im7r燃料澗f1坪.l1j．.15蟹I・-l§ k,Ⅱ/f‘ J D

S L 3 5 0

CBA230467

ﾛ1m

ホイールベース
ﾄﾚｯド(前）

_ - ． - - - 2 4 5 / 5 , 7 5 0

〃

■ブレーキ(前/後） ペンチレーテッドデイスクベンチレーテッドデイスク／ディスク ／ベンチレーテッドディスク■ﾀｲﾔサイズ(前･後）255/45R17.255/45R17 255/40R18.285/35R18
＊（）はパノラミックバリオルーフ装藩時です｡■記誠の諸元は予告なく変更することがありますのでご了承ください｡また上記諸元表は道路運送車両法による自動車型式指定申請害数値を基に作成してありますので、■燃料消礎誰帆赤めらｫLXF誠賊誰fl:ｲ":睡r‘､1'/)他.7fd 巽際め走行l時候_は罰識：噛雌 唖1ilil:浬恥瀞嚇富とり>条件r'$寒』 号E̅ ' j f〃 fh . $ ･応12L燃料損各墾(二[挫な+ I : 1言訂

SOHC V型6気筒

112M37

j叩 1 】 1

トレッド(後） ⅢllI

最低地上高 耐 、

180/5,750

ﾄﾗﾝｸZペース(VDA方式）

k9

97.0×84.0
10.0

電子制御7速A/T

35,7/3,000～4,500

Dimensions (sL 500)

S L 5 0 0

CBAF230475

電子制御式

SOHCV型8気筒

1,730(1,740）

m I n

左

､Ⅲ

Ⅲ111 1.545
m、

4 6 - 4 7

1

、

13

4,535

1,560

225/5,600

5,513

←

2,560

125

206(ルーフ格納時)/288

繧壽0

SL6 0 0

←

←

←

GH-230476

電子制御5 MA/T

←

1,850(1,860）

号 , 5 3 5 - - - コ -

←

SOHC V型12気筒
ツインターポチャージャー

←

275

←

8 2 . 0 × 8 7

←

368/5.000
9 . 0

0

500/5,000

左
電子制御5)3ZA/T

0/ 1,800～3,500

←

S L 5 5AMG

DBAF230474

←

←

←

1,990(2,000）
←

SOHC V型8気筒
スーパーチャージャー

113M55

500/6,100
700/2,750～4,000

_ _ - 7 1 . 4 / 2 , 7 5 0～4 , 0 0 0

97.0×92,0一一-｡-
9．0

5,438

通子制御式

←

←

←

368/6,100

←

⑧ 心 ⑧ ⑧ e伊 、 6 ●L u ▼ & ？ ● む む ｡ ｡
L b ● ､ G

● ＠ 句 e 9 の ● ①

無鉛プレミアム･80

←

206 (ルーフ格納時)/288
←

メーカー発表の資料に記城されるものと異なる場合もあります。

←

2

5．1

125

4,535
1,830

2,560

ベンチレーテッドディスク
/ベンチレーテッドディスク

(SL 55 AMG)

255/40R18･ 285/35R18

二 二

（）はパノラミツクバリオルーフ装着時単位:m、
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